
生物多様性講座 開催報告

1. お話し 

講師 ビオトープ･ネットワーク中部 宇野先生
・バッタ類・カマキリ類の説明とナナフシの説明

・実物を見てバッタの翅の色の違いを見る

・バッタ・カマキリの飼育方法

2. 体験 バッタ類を持帰って飼育に挑戦

3. 参加者の声

・カマキリの餌が分かった。

・触覚の長短、産卵管の違い、羽の模様、耳の場所などなど。新しい気

づきが多かったです。

・バッタの中でも沢山の種類があるのに驚きました。

・20種類以上もの虫たちが、並んでいるのを見て圧倒されました。

・バッタの仲間にコオロギが入っていることを知りました。

・バッタの種類によって耳の位置が違うことが分かった。キリギリスは

足に耳があることが分かった。

・トノサマバッタは、5回も脱皮することが分かった。
・カマキリの耳の位置は、なか足と、後ろ足の付け根の間にあることが分
   かった。

・カマキリのカマには細かい毛が生えていて、その毛でブラシのように目

   の汚れを取ることが分かった。

②開き標本

①横刺し標本

バッタとあそぼう
9月13日(土)13：00～14：30 ★ 参加人数 子ども 12名、大人 12名 ★

2025年度事業


	スライド 1

